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小学生の英語学習意欲に関する研究
―小学校英語活動におけるポジティブ感とネガティブ感の比較―
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A study of young English learners’ motivations at elementary school:
A comparison between positive and negative affects

Kazue Kunimoto

　　 This paper makes a comparison between students’ positive and negative affects in 
English activities at elementary school, researching characteristics of children’s motivations 
for studying English.　The participants were 466 students (128 third, 120 fourth, 100 fifth, 
and 118 sixth graders) who have 35 class hours of English activities a year and 479 students 
(130 third, 114 fourth, 97 fifth, and 138 sixth graders) who have 70 class hours of that.　It 
was found that negative affects in English activities of the 70-hour group were greater 
than those of the 35-hour group.　It was also found that some negative affects were caused 
by interpersonal relations among students during English activities.
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１．研究の背景

　本研究は，西村（1996）のポジティブ感（「うれしい」
「楽しい」といった感情）とネガティブ感（「いやだな
あ」「つまらないなあ」といった感情）の感情分類に
従い，小学生の学習意欲の中でも小学校英語活動にお
けるポジティブ感とネガティブ感の特質を検証するこ
とを目的とする。特に，小学校英語活動において英語
嫌いを出さないために，英語に対してネガティブ感を
引き起こす要因を探ることを試みる。

1.1. 小学校英語活動
　小学校英語活動は，英語に対する興味・関心や意欲
の育成をねらいとしている。活動内容は，音声を中心

とした指導（「聞く」と「話す」）がとられ，また，評
価に関しては，試験の成績によって評価するのでなく，
学習の状況や成果について子どものよい点や意欲・態
度を，所見等の記述で評価することが求められている
（文部科学省，2001）。
　小学生の英語学習意欲に関しては，仲間志向が英語
学習意欲に影響し（倉八・安藤・福永・須藤・中野・
鹿毛，1992），小学校英語活動が中学校の英語学習の
動機づけとなっていたと示唆されている（高木・東，
2006）。
　年間英語活動時間に焦点をあてると，70時間群の方
が35時間群より英語ができるという意識，英語が好き
という気持ち，英語コミュニケーション意欲，中学で
英語を読み書き話したいという意欲，英語に興味があ
り，英語が有用であるから英語活動がしたいという動
機が高くなった。それに対して，英語不安は，英語活
動時間数に関わらず一定であったことから，英語活動
時間が増加すると心理要因によい影響があると示唆さ
れている（國本，2004）。

　本論文は，課程博士論文を構成する論文の一部とし
て，以下の審査委員による審査を受けた。
審査委員：深澤清治（主任指導教官），濵口　脩，
　　　　　中尾佳行，森　敏昭，迫田久美子



國本　和恵

― 208 ―

小学生の英語学習意欲に関する研究―小学校英語活動におけるポジティブ感とネガティブ感の比較―

― 209 ―

1.2. 小学生のポジティブ感とネガティブ感 
　学習における，ポジティブ体験は学習意欲を高め，
ネガティブ体験は逆に学習意欲を低くし，学習意欲が
高いと「先生の話をよく聞く」と「質問をする」とい
う行動特性が見られる（阪元・島田・木村・永岡，
1976）。逆に，学習意欲が低いと，日常生活の意欲の
減退とともに，小学生にとって重要な領域である学習
において，無気力感を感じやすいことが示唆されてい
る（笠井・村松・保坂・三浦，1995）。
　学習に伴う感情として，ポジティブ体験後に，１．コ
ンピタンスの「有能感」，２．「びっくりした」など「外
的要因による感情」３．「やればできる」など「努力
による感情」，４．「よかった」など「成功した時の一
般的な喜びの感情」，というポジティブ感を，また，
ネガティブ体験後には，１．「知られたくない」など「自
分自身の責任によって失敗を招いた時の感情」，２．失
敗という結果により生じる「一般的な負の感情」，３．「だ
めな人間」など「無能感」，４．「自分に自信をなくし
た」など「失敗の原因が能力不足のせいである時の感
情」，というネガティブ感を感じることが明らかとなっ
ている（丹羽，1989）。学習とネガティブ感の関係に
ついて，好きな学習では，結果によってポジティブ感
からネガティブ感への移行が大きいが，嫌いな学習に
おいては，ポジティブ感からネガティブ感への移行が
小さく，さらに，好きな学習に失敗した場合の方が，
よりネガティブ感が高いことが示唆されている（西村，
1996）。
　どの教科においても成功体験や失敗体験を経験する
ことがあり，学習者が全くネガティブ感を感じない
ケースはほとんどない。年間英語活動時間が増加した
場合，英語が好きという気持ちが高くなったが（國本，
2004），西村が示唆しているように，好きな学習にお
けるネガティブ感がより高いことから，年間英語活動
時間が多い場合，ポジティブ感が低く，ネガティブ感
が高い傾向が見られると推測される。

1.3. 小学生の仲間関係
　思考の発達とネガティブ感の関係に関して，小学校
中学年頃から，抽象的思考が可能になり，自己を他者
と比べ，没頭する事物に達成感を経験できないと不全
感を持ち，その結果，友達からの孤立や，勉強などの
課題が意欲的にできなくなることがある。（古橋・門田・
岩橋，2004；高野・多田，1980）。仲間関係については，
小学校中学年から仲間関係を必要とし始め，集団帰属
欲求から，仲間への承認の方が大人（親や教師）の承
認より重要になってくる（下山，1998）。小学校中高
学年になると，認知の欲求・達成への欲求・仲間から

の承認欲求などが優位になり，それらの欲求が阻止さ
れた場合，子どもが経験する葛藤は成人以上に深刻で，
関連して生じるネガティブな動機としての不安が起こ
ることが多い。このような不安に直面した場合，防衛
行動として，不快な事態に直接対処することを避けよ
うとする（高野・多田，1980）。仲間関係においてマ
イナスの働きをするのが社会的不適応行動であるが，
社会的スキルの欠如（孤立したり暴力的な行動をとる
こと）を改善することで仲間関係に受け入れられるよ
うになると示唆されている（Michelson, Sugai, Wood, 
& Kazdin, 1983）。グループ活動（授業の活性化，子
ども同士の関わり合いの増加，人間関係の深化が目的）
における仲間関係のトラブルとして，グループにいじ
めに近い関係があるといじめが生じること，そして，
発言力のある子に反対できず集団の圧力に屈服する子
が出ることが指摘されている（橋本，1994）。
　積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の
育成を目的として（文部科学省，2006），小学校英語
活動は，コミュニケーション活動が取り入れられ，社
会的スキルが必要な教科と思われるが，英語活動中に，
仲間関係・グループ活動中のいじめに関連する不快
感・ネガティブ感を感じる可能性がある。

２．目　的

　先行研究から，小学校英語活動においてネガティブ
感を引き起こす要因として，１．学習における失敗，
２．仲間関係，が考えられる。本研究は，小学校英語
活動におけるポジティブ感とネガティブ感の特質を調
査する目的で，以下の２点を検証する。
１ ．小学生英語活動において，楽しい体験，あるいは，
嫌な体験があったと回答した割合は，年間英語活動
時間と学年によって差があるのか。
２ ．楽しい体験と嫌な体験に関する自由記述から，小
学校英語活動のポジティブ感とネガティブ感の特徴
が確認されるのか。

３．方　法

3.1. 参加者
　本研究は調査を行った市の教育委員会と小学校校長
会の協力によって実施された。平成12年４月から英語
活動を開始した同一市内の公立小学校５校の３－６年
生を対象に調査が実施された。年間英語活動時間数に
よって，参加者は35時間群（２校）と70時間群（３校）
に分けられた。35時間群は466名（３年生128名，４年
生120名，５年生100名，６年生118名），70時間群は
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479名（３年生130名，４年生114名，５年生97名，６
年生138名）であった。
　指導に関しては、英語活動専門委員会（各小学校の
英語活動推進リーダーの教員で構成）を中心に，市内
各校の実践を持ち寄る形式で学校間の交流が盛んに行
われており，全市的な英語活動に一貫性があるといえ
る。クラス担任は，１単位時間毎に英語活動指導案を
教育委員会小学校英語指導主事に提出するが，時には
修正して再提出することがあった。参加者の英語活動
開始時期は小学１年生であり，指導は担任によって行
われた。外国人講師は市に雇用され，訪問回数は１ク
ラス１年間に５－６回が予定されていたが，担任の報
告によると，実際の年間訪問回数は各クラス３－６回
であった。指導は英語を聞くことが中心であり，話す
技能に関しては，会話の発話とともに単語レベルの発
話も重要視されていた。１年生から６年生までを概観
すると，高学年でも単語レベルの発話が多かった。文
字に関しては，読む指導はされていないが，絵本やカー
ドと一緒に文字が提示されることがあった。１ヶ月を
１つの単元として学習目標が定められていた。
　以上の指導法による週１回の英語活動に加え，70時
間群に対して週１回パソコンを使った指導が実施され
ていた。パソコンを使った指導では，最初に会話など
の言語活動を行い，その後，その月の学習目標に関連
するパソコンソフトの課題を自習させた。ヘッドセッ
トによって，小学生１人１人が自分のパソコンの音声
に集中できる環境が整えられていた。英語活動の他に，
35時間群も70時間群もパソコンを使って日本語の詩を
書く授業があった。教育委員会は，70時間群に関して，
時間数が２倍になり英語活動間のインターバルが短く
なったことで，英語を忘れにくいと評価していた。ま
た，パソコンによる指導の長所として，次の２点，第
１に，パソコンを使うことで既習語の復習とインプッ
ト量の増加の結果，アウトプット量が増加，そして，
第２に，パソコン指導によって英語活動に多様性がも
たらされ，小学生の学習意欲を高める効果，が指摘さ
れていた。また，パソコン指導の問題点として，次の
２点，第１に，同じパソコンソフトを４－６年生と継
続して使うので，６年生でのソフトへの新鮮味の喪失
（「また（このソフト）？」という声が聞かれた），そ
して，第２に，全市的な取り組みにより，指導の質は
一定のレベルに保たれていたが，担任のパソコン指導
に対するモチベーションの差，が見られたことが報告
されていた。担任のモチベーションの差に関しては，
英語活動の時間数増加に伴う指導案作成が負担になっ
ているのではないかと推測されている。平成18年度か
らパソコン指導時間数を減少させ，キー入力の機会を

設けるなど，パソコン活動の多様化が模索されている。

3.2. 調査方法
　英語活動における楽しい体験と嫌な体験の有無とそ
の自由記述に関する調査を，教室内で担任の監督のも
と実施した。調査用紙には，以下の教示を記載した。
今まで英語を通して，楽しい（嫌な）ことがありま
したか？あったら次の（　）に○をつけてください。
なかったら×をつけてください。もし楽しい（嫌な）
ことがあったら，それが，いつ，どこで，どんなこ
とかを□の中に書いてください。
　○か×をつけましょう。（　　　）

　参加者の半数に楽しい体験の有無とその自由記述を
求める調査用紙を，半数には嫌な体験の有無とその自
由記述を求める調査用紙を配布した。調査校に対して，
楽しい体験と嫌な体験の調査用紙をクラス内で同数配
布するよう依頼した。

3.3. 分析方法
　「楽しい体験があった」，あるいは，「嫌な体験があっ
た」と回答した人数の割合に対して，年間英語活動時
間と学年による差を検証するために，χ2検定を行っ
た。年間英語活動時間と学年の２要因に関して，同一
ではなく，異なった参加者群を対象として調査してい
るため，逆正弦変換法によるχ2検定を用いた。多重
比較にはライアン法（有意水準は５％）を行った。自
由記述に関しては，記述内容を種類別に分類した。

４．結果と考察

4.1. 楽しい体験と嫌な体験の有無
　「楽しい（嫌な）ことがありましたか？」に対して，
無回答のデータ（○あるいは×をつけていない）を分
析から除き，年間英語活動時間と学年別に，「楽しい
体験があった」と回答した人数と割合を表１に，「嫌
な体験があった」と回答した人数と割合を表２に示し
た。35時間群と70時間群を一緒にした場合，楽しい体
験があったと回答した人数の割合は58％，嫌な体験が
あったと回答した人数の割合は11％であり，英語活動
において楽しい体験が多く，逆に，嫌な体験は少なかっ
た。表１によると，35時間群は，３年・４年・６年の
75％が楽しい体験があったと回答していたが，５年は
35時間群の中では53％と低かった。70時間群において
は，３年は60％が楽しい体験があったと回答していた
が、４年と５年が50％前後，６年は22％と極端に少な
くなっていた。また，表２から，嫌な体験があったと
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答えた割合は，35時間群においても70時間群において
も，全学年で20％以下であったことから，嫌な体験は
全体的に少なかったことがわかった。次に，χ2検定
によって分析を行った。
4.1.1. 楽しい体験があったと回答した割合の分析
　楽しい体験があったと回答した割合に関して，χ2

検定を行ったところ，年間英語活動時間の主効果（SS
＝69.20, df＝1, χ2= 5.13, p<.05），学年の主効果（SS
＝152.66, df＝3, χ2= 11.31, p<.01），さらに，学年と年
間英語活動時間の交互作用（SS＝281.94, df＝3, χ2= 
20.88, p<.05）が有意であった。年間英語活動時間に
関しては、35時間（69.8％）の方が70時間（45.4％）
より楽しい体験があったと回答した割合が高いことが
明らかとなった。
　学年の主効果の多重比較の結果，３年と４年と５年
の楽しい体験があったと回答した割合に有意な差はな
いが，楽しい体験があったと回答した６年の割合は３
年と４年より低いことが明らかとなった。
　年間英語活動時間と学年の交互作用における年間英
語活動時間の単純主効果と学年の単純主効果の検定を
行った結果（表３），35時間群においても，70時間群
においても，学年による差が確認され，さらに，４年
と６年において，35時間の方が70時間より楽しい体験
があったと回答した割合が高いことが確認された。
　年間英語活動時間と学年の交互作用が有意であった
ので，多重比較を行った。35時間群において，３年と
４年に差はなかったが，３年と４年と６年より楽しい
体験があったと回答した５年の割合が低いことがわ
かった。また，70時間群において，３年と４年と５年
に差がなかったが，楽しい体験があったと回答した６
年の割合は，他学年より少ないことが明らかとなった。

4.1.2. 嫌な体験があったと回答した割合の分析
　嫌な体験があったと回答した割合に関して、χ2検
定を行ったところ、年間英語活動時間の主効果（SS
＝69.21, df＝1, χ2＝4.86, p<.05）と，年間英語活動時
間と学年の交互作用（SS＝391.97, df ＝3, χ2＝25.42, 
p<.01）が有意であったが，学年の主効果は有意でな
かった。年間英語活動時間に関しては，70時間（13.2％）
の方が35時間（8.8％）より嫌な体験があったと回答
した割合が高いことが明らかとなった。
　年間英語活動時間と学年の交互作用における年間英

 3� 4� 5� 6�
��� 35 70 35 70 35 70 35 70 �

������� 48 42 57 28 31 24 44 15 289
�������� 16 28 19 31 28 20 15 52 209
� 64 70 76 59 59 44 59 67 498
賛成率 ����� ����� ���� ����� ����� ���� ����� ����� �����

表１　年間英語活動時間別と学年別の「楽しい体験があった」と回答した人数と割合

表２　学年間英語活動時間別と学年別の「嫌な体験があった」と回答した人数と割合

 3� 4� 5� 6�
��� 35 70 35 70 35 70 35 70 �

������� 0 12 7 5 3 10 8 4 49
�������� 61 47 37 49 37 41 51 67 390
� 61 59 44 54 40 51 59 71 439

����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����� ����賛成率

 SS ����
35����������� 135.72 10.05 s.
70����������� 298.89 22.14 s.
3���������� 42.61 3.16 n.s.
4���������� 135.42 10.03 s.
5���������� 0.66 0.05 n.s.
6���������� 495.51 36.70 s.

表３　 「楽しい体験」の交互作用における年間英語活
動時間の単純主効果と学年の単純主効果 　　

注：s. ＝有意差あり，n.s. ＝有意差なし

 SS ����
35����������� 341.65 22.16 s. 
70����������� 125.17 8.12 s. 
3���������� 359.39 23.31 s. 
4���������� 16.76 1.09 n.s. 
5���������� 53.98 3.50 n.s. 
6���������� 31.05 2.01 n.s. 

表４　 「嫌な体験」の交互作用における年間英語活動
時間の単純主効果と学年の単純主効果 　　　

注：s. ＝有意差あり，n.s. ＝有意差なし
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語活動時間の単純主効果と学年の単純主効果の検定を
行った結果（表４），35時間群においても，70時間群
においても，学年による差が確認され，さらに，３年
は，70時間の方が35時間より嫌な体験があったと回答
した割合が多かったことが確認された。
　年間英語活動時間と学年の交互作用が有意であった
ので，多重比較を行った。35時間群において，４年と
５年と６年に差はなかったが，３年は他学年より嫌な
体験があったと回答した割合が少ないことがわかっ
た。また、70時間群において，３年と４年，３年と５
年，４年と５年，４年と６年に差がなかったが，６年
は３年と５年より嫌な体験があった回答した割合が少
ないことが明らかとなった。次に，以上の分析をもと
に，年間英語活動時間と学年による差について考察した。
4.1.3. 年間英語活動時間による差
　楽しい体験があったと回答した割合は、70時間
（45.4％）の方が，35時間（69.8％）より低く，嫌な体
験があったと回答した割合は，70時間（13.2％）の方
が35時間（8.8％）より高かった。このことから，年
間英語活動時間が増加すると英語活動が楽しいと感じ
る割合が低く，嫌な体験があったと感じる割合が高い
ことがわかった。年間英語活動時間による差に関して，
以下の３点があげられる。第１に，年間英語活動時間
が増加した場合，英語が好きという気持ちが高くなっ
たが（國本，2004），楽しい体験と嫌な体験に関しては，
年間英語活動時間が増加すると楽しい体験が少なく，
嫌な体験が多い傾向が見られた。好きな学習に失敗し
た場合のネガティブ感が高いことから（西村，1996），
英語を好きな気持ちがポジティブ感とネガティブ感に
関連している可能性があるため，英語活動に際しては，
「楽しい」「嫌だ」という感情の変化に気を付けて指導
する必要があると思われる。第２に，指導法として，
70時間群におけるパソコンの導入が影響を与えている
可能性が考えられる。パソコン活動によってネガティ
ブ感を感じているかどうかは，自由記述の分析によっ
て考察する。第３に，担任のパソコン指導に対するモ
チベーションの差が小学生の気持ちに影響した可能性
があると推測される。全市的な取り組みにより，指導
の質は一定のレベルに保たれていたとしても，モチ
ベーションの高い担任と低い担任では，授業を受ける
小学生の気持ちに差が生じると思われる。
4.1.4. 学年による差
　年間英語活動時間別に，学年による差を考察すると，
35時間群において，嫌な体験があったと感じた割合に
関しては，４年と５年と６年は、３年より多く，楽し
い体験があったと感じた割合に関しては，５年は，３
年と４年と６年より少ないことから，35時間群の５年

生は他の学年に比較すると英語活動におけるネガティ
ブ感が高いと考えられる。また，70時間群におい
て，６年生は嫌な体験の後ネガティブ感が低いが，楽
しい体験の後のポジティブ感も低く，英語活動が嫌で
はないが，格別楽しいわけではないという微妙な気持
ちが明らかになった。以上のように，高学年において
ネガティブ感が高くなる傾向があると考えられる。
　70時間群６年生の，英語活動が嫌ではないが格別楽
しいわけではないという微妙な気持ちに関して，教育
委員会が指摘したパソコンソフトへの新鮮味の喪失が
影響を与えている可能性がある。平成18年度からの新
たな取り組み（パソコン指導時間数を減少とキー入力
の導入）を検証することによって，パソコンソフトの
新鮮味の喪失が与えている影響が明らかになると思わ
れる。次に，英語活動におけるポジティブ感とネガティ
ブ感について，自由記述内容から分析を行った。

4.2. 自由記述の分析
　記述内容を種類・学年・年間英語活動時間別に分類
し、楽しい体験を表５に，嫌な体験を表６に示した。
4.2.1. 楽しい体験の自由記述の分析
　楽しい体験の感情表現の記述（22.8％）では，「楽
しい」「おもしろい」「うれしい」「好き」という表現
が使われていた。好きな活動としては，17.8％がゲー
ム，9.9％は具体的なアクティビティ名をあげていた。
英語活動のコミュニケーションに着目すると，英語を
話したり，会話したりすることが楽しいと12.6％が記
述していた。話す相手の中では，「仲間関係（みんな・
友達」（5.0％）の割合が，「外国人（3.8％）」「先生（1.4％）」
より高かった。有能感に関する記述は7.4％であった。

感情表現の例：英語を使ってゲームをしている時
が楽しい（学校で、授業中）（35時間・５年女子）。

4.2.2. 嫌な体験の自由記述の分析
　嫌な体験の感情表現では，「いや」「嫌い」「好きじゃ
ない」という表現が使われていた（24.7％）。嫌な体
験で一番高多かったのが，「仲間関係（30.0％）」に関
する記述であり，次に多かった嫌な体験は，「無能感
（28％）」だった。

感情表現の例：なんかつまんなくてたのしくない
（35時間・５年女子）。

4.2.3. 楽しい活動と嫌な活動 
　嫌な活動の内容（記述数11）を記述数の多い順に列
挙すると，人前で話す，英語でなく日本語で話したい，
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踊り，ゲーム，英語活動，先生に強制など７種類と少
なかった。楽しい活動の自由記述（記述数266）を記
述数の多い順に並べると，ゲーム，具体的な課題名，
カード，歌，遊ぶ，踊り，修学旅行など16種類におよ
び，嫌な活動に比較し，英語体験の楽しさには多様性
が見られた。また，表４と表５から，パソコンは，嫌
な活動ではなく楽しい活動にあげられており，特に
４・５年に楽しい活動と捉えられていた。次に，嫌な
活動の中で記述数が多かった仲間関係と無能感につい
て考察する。

楽しい活動の例：ゲームや言葉の意味の練習がお
もしろい（35時間・６年女子）。
嫌な活動の例：えいごすべてが大きらい（おどり
とか）授業中のゲームとか（フルーツバスケット）
（70時間・４年男子）。

  3�� 4�� 5�� 6��
����� �������� 35 70 35 70 35 70 35 70 �

���� ����������������� 21 26 31 8 10 22 26 6 150
����� ��� 16 20 26 9 9 13 18 6 117

����������� 8 0 0 3 31 3 5 15 65
����������� 2 12 4 0 5 4 4 0 31
� 1 1 2 0 2 0 5 0 11
�� 0 3 2 0 1 1 2 1 10
�� 0 4 1 1 0 0 1 0 7
���� 0 0 0 0 0 0 4 1 5
����� 2 0 0 0 0 1 0 0 3
����� 0 0 3 0 0 0 0 0 3
����� 0 0 1 0 1 0 0 1 3
���� 0 0 0 0 0 0 3 0 3
�� 0 2 0 0 0 0 0 0 2
�������� 0 1 0 0 1 0 0 0 2
�� 0 0 2 0 0 0 0 0 2
��� 0 0 0 0 1 0 0 0 1
���� 0 0 0 0 0 0 1 0 1

��������� ����� 12 6 13 27 8 4 11 2 83
������������� 0 0 0 0 0 0 5 0 5

���� ������������ 2 3 12 2 2 12 0 0 33
���� 6 2 1 1 4 0 11 0 25
��� 1 2 3 1 2 0 0 0 9
����������� 0 0 1 0 0 1 0 0 2
������ 0 1 0 0 0 0 0 0 1

��� �������������� 11 2 1 1 0 1 2 1 19
��� 6 3 1 2 2 0 2 0 16
��� 2 1 2 0 0 0 1 0 6
��� 0 1 1 1 0 0 1 0 4

2 0 0 0 0 0 0 2
������ 0 0 1 1 0 0 0 0 2

���� ���� 0 0 0 6 2 1 0 0 9
������������ 0 0 0 4 0 0 0 0 4

�� �������� 0 0 0 0 1 0 1 0 2
��� ���� 0 2 0 3 3 2 1 5 16

��� 0 0 1 1 0 0 0 0 2
�� CD 0 0 0 1 0 0 0 0 1

� � 90 94 109 71 85 65 105 38 657

���  0

表５　楽しい体験の自由記述の種類と記述数
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4.2.4. 仲間関係
　楽しい体験において，話す相手の中では「仲間関係
（5.0％）」の割合が「外国人（3.8％）」と「先生（1.4％）」
より高く，また，嫌な体験において仲間関係が原因で
ある記述は24.0％と高かった。小学生は「英語活動の
中においても仲間関係が重要」と感じていると思われ
る。仲間関係の嫌な体験として，「友達から英語と関
係ない悪口（15.7％が）」の記述が多かった。友達か
ら英語と関係ない悪口は，「話し合いたい時にちかづ
くとにげてく人がいる（仲間から承認されない）」，「だ
れもともだちがいなくなって（孤立）」，「『早くしろよ』
とかいろいろ言われていた（いじめ）」「６年が体重聞
いてきた。ともだち（１年１組）に命れいしてやった
（発言力のある子に反対できず集団の圧力に屈服）」な
どのように，英語活動において仲間関係のトラブルが
あると思われる。英語活動は，コミュニケーション活
動が多く，社会的スキルが要求され、仲間関係のトラ
ブルが発生しやすい教科であると思われるが，担任の
指導によってこの状況が解消されることが可能である
と思われる。

楽しい体験の仲間関係の例：３年生のみんなと
いっしょにえい語ができるからうれしい（70時
間・３年男子）。
嫌な体験の仲間関係の例：話し合いたい時にちか
づくとにげてく人がいるからイヤ（35時間・３年
男子）。／小学校３年生のとき、だれもともだち
がいなくなってえいごのクラスのたんにんの先生
といっしょに回った（70時間・３年女子）。／小
学１年のとき６年が体重を聞いてきた。ともだち
（１年１組）に命れいしてやった。命れいされた
人（調査では個人名）あと２人くらい（70時間・
３年女子）。／黒板に数字を書くゲームで「早く
しろよ」とかいろいろ言われていたので英語が
ちょっときらいになった（70時間・４年女子）。
／ならんで話しを聞く時まわりの男子がくさくな
いかとかいって女子が少しわらってくる（35時
間・５年女子）。

4.2.5. 無能感
　有能感（コンピタンスの感情）の中では，「新しい
こと」「新しい言葉を知る」に関する記述が一番多かっ

� �  3�� 4�� 5�� 6�� �

������ �������� 35 70 35 70 35 70 35 70 �

�� ������������ 3 4 0 1 0 10 4 0 22
������������������� 0 1 0 1 3 1 0 0 6

� ������ 0 1 0 0 0 0 1 1 3
� ����� 0 0 0 0 0 0 1 0 1
���� �������������� 3 3 5 1 1 0 0 1 14
� �������������� 1 0 2 0 1 0 2 0 6
� ����� 0 0 0 0 0 1 0 0 1
��� �������� 0 3 0 1 3 0 1 1 9
� ������������� 0 2 0 0 0 1 1 0 4
� ����� 0 1 0 0 0 1 1 0 3
� ���� 0 1 0 0 0 0 2 0 3

�������� 0 0 0 0 0 1 1 0 2
� �������� 0 0 0 0 0 0 0 2 2

�������� 0 0 0 0 1 0 0 0 1
���� 0 0 0 0 0 1 0 0 1

���� ����� 0 0 0 0 0 4 0 0 4
� ������������� 0 1 0 0 0 1 0 0 2
� ����������� 0 0 0 0 0 1 0 0 1

�� 0 0 0 1 0 0 0 0 1
��� 0 0 0 1 0 0 0 0 1

� ���� 0 0 0 0 1 0 0 0 1
� ����� 0 0 0 0 0 1 0 0 1
� � 7 17 7 6 10 23 14 5 89

表６　嫌な体験の自由記述の種類と記述数
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た（2.8％）。その次に多かったのが，「覚える」とい
う記述で（2.4％），英語活動において小学生が新奇な
知識を得て，それを覚える楽しさを感じていると思わ
れる。

有能感の例：えいごのゲームや，うた，あたらし
い言葉をおぼえること（35時間・４年男子）。／
世界の祭りのカルタ遊びの時がすごく楽しかった。
発音が難しいアメリカの祭りの名前もカルタでや
るとすぐ覚えれてよかった（35時間・６年女子）。

　無能感（だめな人間という感情）の中で，「英語が
わからない」という記述（10.1％）が多かった。楽し
い体験の後の有能感（7.5％）に比較すると，嫌な体
験の後の無能感の記述の割合（28％）は，楽しい体験
の後の有能感のおよそ4倍も高いという結果が得られ
た。嫌な体験の記述数と楽しい体験の記述数の大きな
差を考慮に入れる必要があるが，このことから，失敗
した時の無能感が有能感より高い可能性が考えられる。

無能感の例：えい語で何時とかならったときぜん
ぜんいみがわからなかった（70時間・３年女子）。
／どうやってしゃべればいいかわからなかったか
ら（70時間・３年男子）。／えいごがわからない
から（35時間・５年男子）。／ぜんぜん意味がわ
からないから（35時間・５年男子）。

５．まとめ

　本研究によって，英語活動におけるポジティブ感と
ネガティブ感の特質について，以下の２点，第１に，
年間英語活動時間が多い方が，英語活動が楽しくな
い・嫌だと感じる割合が高い傾向，第２に，嫌な体験
として仲間関係と無能感の記述の割合が高い傾向があ
ることが明らかとなった。先行研究において他教科に
見られたような仲間関係や無能感に関連するネガティ
ブ感を，英語活動においても小学生が感じていること
が明らかとなった。参加者全体を見ると，英語活動に
おいて楽しい体験があったと回答した人数の割合は
58％であり，英語活動が楽しいと感じている小学生は
多いといえる。嫌な体験があったと回答した人数の割
合は11％であり，そのうち30.0％が仲間関係のトラブ
ルに直面し，28％が無能感を感じている。これらを少
数の事例として扱うのではなく，１つ１つ解決してい
くことにより充実した英語活動に繋がると考えられる。
　英語活動が好きだが，英語活動が楽しくない・嫌だ

と感じる割合が高い傾向がある70時間群に特有の指導
としてパソコンがあげられる。自由記述によるとパソ
コンは楽しい活動と感じられていたが，パソコンソフ
トへの新鮮味の喪失が確認されている。今後英語活動
のみならず，小学校においてパソコンの使用の増加が
予測されるが，学年に対応するソフトの開発とソフト
活用時の指導方法の検討が必要であると思われる。
　本研究は，指導において注意する上での資料として，
英語嫌いを出さないようにするための提言をするもの
である。本研究において，英語活動において小学生が
感じるポジティブ感とネガティブ感の年間英語活動時
間数による差の特質の一端が明らかとなった。これに
よって，小学校英語導入にあたり，中学の前倒しでは
ない英語教育にするため，考慮すべき点を浮かび上が
らせることができたと思われる。
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